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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

知 的 障 害 児 ・ 者に 身 体運 動 機 能 の 制 約が あ るこ と は 、 彼 ら の系 統 的研 究 が 始 ま っ たこ ろ から

注 目 さ れ て い る。 特 別支 援 教 育 時 代 にお い ても 、 彼 ら の 運 動指 導 ・支 援 は 重 要 な 教育 的 テー マ

の １ つ と な っ てい る 。  

 知 的 障 害 児 ・者 の 運動 機 能 に 関 す る古 典 的な 研 究 を 概 観 する と 、同 一 年 齢 段 階 の健 常 児・ 者

よ り も 機 能 が 全般 的 に低 下 し て い る こと 、 知的 機 能 や 精 神 年齢 が 高い 者 は 運 動 機 能も 高 い傾 向

に あ る こ と 、 平衡 機 能（ バ ラ ン ス ） や協 調 運動 等 で 特 に 機 能低 下 が著 し い こ と 、 知的 障 害の 類

型 の う ち ダ ウ ン症 者 は特 に 低 い 成 績 を示 し がち で あ る こ と 、自 閉 症を 伴 う 知 的 障 害児 ・ 者は 独

特 の 運 動 困 難 を示 す こと な ど が 指 摘 され て きて い る 。  

 こ う し た 研 究の 多 くが 運 動 の 実 行 の側 面 を検 討 し て い る が、 中 には 抑 制 的 側 面 に注 目 した も

の も 散 見 さ れ る。 古 くは 、 旧 ソ 連 の 神経 心 理学 者 の ル リ ヤ によ る 言語 の 行 動 調 整 機能 の 検討 が

有 名 で あ る が 、こ うした 機 能 は 、今 日 の 認知科 学 で は 実 行 機能（ 遂行 機 能 ）と 呼 ば れ る 。最近 、

知 的 障 害 研 究 の専 門 誌で あ る Journal of Intellectual Disability Research(以 下 、 JIDR)が、

「 知 的 障 害 児 ・者 に おけ る ワ ー キ ン グメ モ リと 実 行 機 能 」 とい う 特集 を 2 号 に わ た っ て 組む な

ど 、 知 的 障 害 児・ 者 の実 行 機 能 に 注 目が 集 まり つ つ あ る 。  

本 研 究 は 、 知 的障 害 児・ 者 の 身 体 運 動を 実 行と 抑 制 の 側 面 に注 目 した も の で あ る 。研 究 の遂

行 に あ た っ て は、 ３ つの ト ピ ッ ク を 設定 し 、こ の テ ー マ に 関心 の ある ３ 人 の 大 学 院生 の 協力 を

得 た 。 １ つ 目 は、 大 学院 生 の 平 田 正 吾の 協 力を 得 て 「 知 的 障害 児 の運 動 行 為 遂 行 の特 徴 とそ の

心 理 学 的 解 析 」と い うテ ー マ で あ る 。知 的 障害 児 の 運 動 の 実行 が 、速 度 や 強 さ の 側面 よ りも 、

正 確 性 や 安 全 性を 優 先さ せ る 戦 略 を とっ て いる こ と 、 そ れ が認 知 スタ イ ル と も よ くつ な がっ て

い る こ と 、 さ らに は 彼ら の 性 格 特 性 まで も 関連 し て い る こ とな ど を指 摘 し た 。  

 ２ つ 目 は 、 大学 院 生の 池 田 吉 史 の 協力 を 得て 「 知 的 障 害 児に お ける 行 為 の 実 行 ・抑 制 と実 行

機 能 」 と い う テー マ であ る 。 実 行 機 能は 近 年の 知 的 障 害 認 知心 理 学の 重 要 な テ ー マと な って お

り 、 そ の 中 で も抑 制 機能 が 注 目 さ れ てい る 。抑 制 機 能 の 検 討パ ラ ダイ ム と し て 、 葛藤 反 応を 検

討 す る ス ト ル ープ 様 課題 の ほ か 、 反 応抑 制 課題 な ど 、 い く つか の 非言 語 的 タ ス ク があ る こと な

ど を 検 討 し た 。  

 ３ つ 目 は 、 大学 院 生の 前 田 航 の 協 力を 得 て「 固 定 物 支 持 があ る 際の 知 的 障 害 児 ・者 の 身体 動

揺 と 行 動 調 整 能力 と の関 係 」 と い う テー マ であ る 。 人 は 直 立姿 勢 を保 持 し て い る とい 、 じっ と

静 止 し て い る わけ で はな く 、 常 に 微 細な 動 揺を 繰 り 返 し て いる 。 これ が 身 体 動 揺 で、 こ れの 大

小 を バ ラ ン ス 能力 の 指標 に す る と い う、 き わめ て 客 観 的 か つ定 量 的な ア セ ス メ ン トで あ る。 そ

し て 、 た だ 単 に起 立 する よ り も 、 固 定物 に 接触 し て い る 方 で姿 勢 が安 定 す る と い うこ と を明 ら

か に し た 。 こ れは バ ラン ス の 教 育 支 援の ヒ ント を 含 む も の であ る 。  

 本 研 究 に よ り、 知 的障 害 児 ・ 者 の 運動 機 能の 基 礎 的 理 解 と教 育 実践 に 結 び 付 く 知見 が 一定 得

ら れ た と 考 え られ る 。  

研究成果発表方法  
い く つ か の 学 術雑 誌 で関 連 す る 研 究 を報 告 し 、さ ら に 3 月 15 日 付 で 報 告 書「 知 的 障 害児 の 行 為

の 実 行 ・ 抑 制 の特 性 解明 と 教 育 実 践 への 応 用」 を 作 成 し た 。  
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